
女子学生における食生活調査(2)

箸の持 ち方 について

大 久 保 洋 子

1は じめ に

我が国での食事における作法は 「本膳料理」

における礼儀作法 を基本 とし,箸 を使 う前提

で発達 してきたものである。その箸の歴史は

古 く,紀 元前18世 紀より紀元前11世 紀まで,

黄河流域で栄えた殷王朝の遣跡か ら木の柄を

つけた銅箸六本(三 双)が 出土 し,祭 祀 に使

われたといわれている。しか し,箸 という字

が使われるのは戦国時代(紀 元前403～221)

になってか らで,中 国においては紀元前3世

紀には,箸 二が 日常使われるようにな り,箸 使

いのマナー を記 した書物 も残 されている1)。

日本では3～7世 紀に定着 したと考 えられて

おり,日 本独 自の箸の形 ・使用法 ・持ち方な

どが発達 し,お 椀の舟に箸の櫂で京に上 り,

活躍す る一寸法師の昔話なども出現する位,

日常化 していたのである。

また,日 本料理 として茶懐石料理の確立 と

相 まって,そ の供食方法や作法などを記 した

料理書が15世 紀以降になるとあらわれ,箸 の

扱い方も詳 しく記されている5)。

幼児が箸 をきちん と持てるようになるのは

3才 頃 といわれ,厚 生省 ・保育所保育指針は

2,3才 児に食事は箸 を使 ってす るように示

している。人は生後5ヵ 月で5本 の指 で物を

つかみ,大 脳の手の運動野の神経細胞の樹状

突起が伸びて,機 能の成長 と平行 して指の動

か し方 も発達 してい く。従ってこの期間に正

しく箸を持つことを学習することが必要にな

る。昨今,洋 風化に伴い,種 々の伝統文化が

消滅 してい く中で,食 事のマナー も混乱し,

箸使いも厳 しく躾 られず,幼 児に教える立場

の両親が正 しく持てない現状が見 られる。

そこで昨年に引き続き,母 親予備軍 として

の女子短大生 を対象に箸の持 ち方について調

査 を行 ったのでその結果を報告す る。

II方 法

1)調 査 対 象 は 女 子 短 期 大 学 生(18～20才)

159名 。 男 子 大 学 生(19～21才)37名 。

2)調 査 時 期 は1990年4月 に 女 子 学 生 の 箸 の

持 ち方 の 写 真 撮 影 。1990年6月 に ア ン ケ ー

ト調 査 。1990年7月 に 男 子 学 生 の 箸 の持 ち

方 の 写 真 撮 影 。

3)調 査 内容

a)写 真 撮 影

箸 の長 さ23.7cm。 持 ち 手 部 分 直 径0.6cm。

先 の 部 分 直径0.4cmの 利 休 箸 を用 い た 。4.6

×2.7×1.6の 乾 麩 。 重 量5.Ogを は さ ん で

胸 の 位 置 ま で 持 ち上 げ て も ど す 作 業 の 中 で

10～20cm上 が った とこ ろ を写 真 撮 影 した 。

b)ア ン ケ ー ト

調 査 項 目

1)食 事 に 対 す る意 識

2)料 理 を作 る こ とが 好 きか

3)箸 使 い が 上 手 か

4)他 人 の 箸 使 い が 気 に な る

5)骨 付 き魚 を上 手 に 食べ られ る

6)箸 の 持 ち方 を注 意 さ れ た こ とが あ る

7)箸 の 持 ち方 は 正 しい ほ うが よ い か

8)自 分 の 箸 が 決 ま って い るか

一75一



9)箸 の マ ナー に つ い て

10)将 来 の 箸 につ い て

表1ア ンケ ー ト内容

と思われるので,減 少傾向を経時的に見 る必

要がある。III型の増加は望 ましくないので矯

正法 を研究 し,女 子学生のIII型を少しでも減

らす努力 をしたい。 うす焼卵のテス トを行 っ

次 のアンケー トにお答 え下 さい。(男 性 ・女性)歳

1.あ なたはお箸二を上手に使 うこ とがで きると思い ますか。

① とて も上手 ②上手 ③ ふつ う ④余 りうま くない ⑤ うま くない
2.他 の人の箸の持 ち方が気 にな りますか。

①気 にな る ②時々気 になる ③ 気に ならない
3.家 での食事の とき自分 の箸 は決 まってい ますか。

① 決 まってい る ②決 まっていない

(1)①の方にお聞 きします。

(a)材質は何 ですか。 ① 木 ② 竹 ③ プラスチ ック ④ その他()

(b)長さにつ いて はいかが ですか。 ①長す ぎる ② ち ょうど良 い ③ 短い

(c喰 事の ときに取 り箸を出 してい ますか。 ① 出す ② 出 さない

(d)自分専用の箸 をなん組持 ってい ますか。()組

(例 えば普段用,特 別 な時用,弁 当用 など)

(e)自分の箸 を他 の家族 に使 われ るとどう思 います か。

① とて もいや ② 少 しいや ③何 とも思 わない
4.お 箸の持 ち方 は正 しいほ うが良い と思 いますか 。

① 良い と思 う ②正 しくな くて も食べ られれば良 い

① につけ た方 は理 由を簡単 に書いて下 さい。

()
5.あ なたは料理 を作 るこ とが 好 きですか。

① 大好 き ②好 き ③ ふつ う ④嫌 い ⑤ 大嫌 い
6.あ なたは骨付 きの魚 を上手 に食べ るこ とが できます か。

① きれい に食べ られる ②普 通に食べ られる ③ きれいに 食べ られない
7.将 来お箸 は使 われ な くなる と思い ますか。

① 使われ な くなる ② 少数 の人だけ になる ③ 使われ る

理由 を簡単 に書 いて ください。(

8.あ なたの家族 のなか でお箸の持 ち方の良 くない人がい ますか。

① いない ② いる(ど なたですか

9.あ なたは 食事 をとる事 が好 きですか。

① 大好 き ②好 き ③ ふつ う ④嫌 い ⑤ 大嫌い

10.あ なたはお箸 の持 ち方 を注意 された こ とが あ ります か。

① あ る ② ない

① と答 えた方 にお 聞き します。

(1)いつ 頃注意 されま したか。 ①子 ど もの頃 ②中学生 ③ 高校 生

② どん なこ とを注意 され ました来 るだけ詳 しく書 いて下 さい。

11.お 箸のマナー につ いて してはいけ ない と注 意された ことを列挙 して下 さい。

)

)

④現在

III結 果および考察

1)箸 の 持 ち方 に つ い て

前 報2)に 従 って4.6cm幅 の もの をは さむ に は

先 を開 い て,箸 先 に き ち ん と力 が 入 らな け れ

ば 持 ち上 げ る こ とは 出来 な い 。1型 は 一 連 の

動 作 を無 駄 な く行 な う こ とが 出 来 る 。II,III

型 は,途 中 で落 と し た り,手 首 や 肘 な どに 余

分 な 力 を必 要 と し,姿 勢 が 不 自然 とな る。 分

類 結 果 を図1に 示 した 。 前 報 と比 較 す る と1,

II型 が わ つ か で は あ るが 減 少 し,III型 が 増 加

傾 向 に あ る。 しか し,1,II型 を あ わせ る と

80%と な り,II型 は 比 較 的1型 に 移 行 出来 る

た 際159名 中,フ ラ イ

返 しや ター ナ ー な ど箸

以 外 の補 助 器 具 が な い

と出来 な い も の が4%

を 占め た 。 こ の4%の

学 生 に対 し て今 後 追 跡

調 査 を行 う予 定 で あ る 。

坂 田3)の 報 告 は 比 較 的

環 境 と して 伝 統 文 化 に

囲 ま れ て い る と考 え ら

れ る 京都 の 調 査 で,1

型46%と な っ て い る 。

こ の年 代 の 日本 人 女 子

にみ られ る傾 向 とみ て

よ い の で は な い か と思

われ る。

男子 学 生37名 に つ い

て,同 様 の 調 査 を行 っ

た と こ ろ,1型9名

(24%),II型13名(35

%),III型15名(41%)

とな り,対 象 人 数 が 少
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ないが,男 子学生は女子学生よ りIII型に約倍

の割合を示 した。男子学生の報文は見あたら

ないので今後の課題 としたい。

2)ア ン ケ ー ト調 査 に つ い て

a.「 箸 を上 手 に使 うこ とが で きる」 につ い て

各 ア イ テ ム,カ テ ゴ リー 毎 に 組 合 わせ た ク

ロ ス 表 か らx2検 定 を行 な い,そ の うちの6項

目 に つ い て 検 討 し,表2に 示 した 。 「箸 を上

手 に使 う こ とが で きる 」 に 対 して,1%お よ

び5%以 下 の危 険率 で 有 意 差 を示 した ア イテ

ム は5項 目 で あ っ た 。

表一2x2値

1 2 3 4 5 6

性 箸 る 他 な 料 が 骨 に 箸 し
を か 人 る 理 好 つ 食 の い

上 の か を き き べ 持 方
手 箸 作 か 魚 ら ち が
に が る を れ 方 よ

使 気 こ 上 る は い

別 え に と 手 か 正 か

1 性 別 ＼
2 箸を上手に使えるか

来 来

23.49 ＼
3 他人の箸が気 になるか

※ ※

20.33

来

20.07 ＼
4 料理 を作 ることが 好 きか

米 米

25.80

来

30.31

米

17.44 ＼
5 骨つ き魚 を上手 に食へ られ るか

※ 米

24.12

寒 米

35.12 ＼
6 箸の持 ち方 は正 しい方が よいか

※ 寒

39.41

米 米

24.13

米 米

27.14

米 米

20.06 ＼
※ 米P〈0.01※P〈005

図一2箸 を上 手 に使 え るか
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性別につ いてみる と図2で 表 され る。意

識 として うまくないと思っているものは,女

子学生で38%,男 子学生17%で あった。写真

判定ではIII型は女子学生18%,男 子学生41%

であ り,意 識と実態にかな りの食い違いが見

られた。質問項 目文が 「上手」であり 「正 し

い」ではなかったため,判 断があいまいにな

ったことも考えられる。「とても上手」 と 「上

手」 を合計すると男子学生は51%と 約半数 を

示 し,女 子学生は17%と 低い値 を示 した。こ

れは男子学生は自分の持ち方が正 しくな くて

も上手であると思っている率が高いことにな

り,何 らかの方法で正 しい持 ち方を知る機会

があればなおす意識が出る可能性がある。女

子学生は うまくないと意識 しながら,な おせ

ないと考 えているものが多いのではないかと

図一4箸 の持ち方は正しいほうがよいか

思われる。「他人の箸の使い方が気になるか」

(図3)「 箸二の持ち方 は正 しい方がよいか」

(図4)に ついても女子学生の方が関心 をよ

せ ている。男子学生のIII型が高い値を示 して

いるのは箸の持ち方について感心度が低いこ

とも要因になっていると考えられる。「骨つき

魚 を上手に食べられるか」(図5)に ついてみ

ると 「食べ られる」男子学生24%,女 子学生

18%と 男子学生の方が高い値 を示 した。「箸

を上手に使 えるか」 と合わせ て考 えると(図

5)箸 を上手に使えるとい う判断基準のひと

つに 「魚をきれいに食べ られる」 という要素

が入っていると思われる。骨つ き魚を食べる

には,「 はさむ」「箸先でさばく」「骨から身を

(%〉

図 一5骨 つ き魚 を上 手 に食 べ られ るか

は なす 」 「骨 をはず す 」 な ど多 くの 機 能 が要 求

され る 。 この 作 業 は 箸 先 を大 き く広 げ て は さ

み 移 動 す る こ とは な い の で,II型 で も学 習 次

第 で 可 能 とな る た め,「 食 べ ら れ る 」23%と

い う数 値 に な っ た と考 え られ る。(図5)「 箸

を上 手 に使 え る」 こ と と 「骨 つ き魚 を上 手 に

食べ る」2項 目間 で は上 手 と考 え て い る もの

ほ ど 「食 べ られ る」 の値 が 高 い 。 女 子 学 生 の

み に 「箸 を正 し く持 つ こ とが 出来 る か とい う

設 問 を行 っ た 結 果,「 正 し く持 て る 」67%,

「正 し く持 て な い」33%と な り
,写 真 判 定 と
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比較 す る と次 の よ うに な っ た 。

1型 「正 しい 」45%,「 正 し くな い 」6%

II型 「正 しい 」12%,「 正 し くな い 」18%

III型 「正 し い」4%,「 正 し くな い 」15%

意 識 と判 定 の 一 致 の割 合 を正 当 率 と して 表 わ

す と,1型88%,III型79%と な り,か な り高

い 割 合 で把 握 し て い る。II型 は60%と 他 と比

較 して低 く,約 半 数 は正 し い と 自覚 して い る。

しか し,全 体 で39%は 自分 の 持 ち方 を正 し

くな い と考 えて い る に もか か わ らず,な お ら

な い 原 因 は ど こ に あ るの か 探 る必 要 が あ る。

b.「 箸 の 持 ち 方 に つ い て 注 意 さ れ た か 」

前 報2)と 比 較 す る と,注 意 され た こ との な

い もの,18%→37%,子 供 の 頃 注 意 さ れ た も

の60%→49%,今 も注 意 さ れ て い る22%→14

%と な っ た 。 注 意 さ れ な い こ とが 正 しい 持 ち

方 を して い る ため で,現 在 も注 意 さ れ る もの

の 数 値 が 減 少 し て い るの は,正 し く持 て る も

の が 増 加 して い る と判 断 した い とこ ろ で あ る

が 実 態 は逆 の傾 向 を示 し て い る。 こ の こ とは

箸 の あ げ お ろ しや 供 食 マ ナ ー の 学 習 の場 が 家

庭 で は な く,教 育 機 関 で 取 り上 げ ら れ ね ば な

らな い必 然性 を示 して い る。 と こ ろが 家庭 で

の 範 畴 とす べ き考 え方 が 根 強 い ため,18～20

才 で も正 し く持 て な い 学 生 が 多 い とい う こ と

に な る。 坂 田3)に よ る と 「学 校 で 箸 の持 ち方 を

教 え られ た か 」 は10.3%で あ る と報 告 して い

る。 ま た,な お した い とい う気 持 は あ る が積

極 的 で な い 。 しか し1型 よ り関 心 は 高 い と記

し て い る 。

「箸 の 持 ち方 」 と 「注 意 さ れ たか 」 の 関 係

を 図6に 示 した 。III型 は79%が 注 意 され なが

ら持 て な い理 由 を分 析 す る 必 要 が あ る。

c.箸 の 使 い方 に つ い て

箸 の使 い方 につ い て 注 意 され た こ と を表4

に示 した 。 約30種 に も達 し,供 食 中 の 箸 使 い

の マ ナ ー は か な り浸透 して い る と思 わ れ る。

無 記 入 ま た は 言 わ れ た こ とが な い もの は全

体 の14%で あ り,最 高7項 目 を あ げ,1～3

項 目あ げ た ものが72%を 占め た 。

き らい 箸 につ い て は 昨年 よ り多数 記 入 され

たが,迷 い 箸 ・さ し箸 ・ひ き よせ 箸(よ せ 箸)

は 多 くの 家 庭 で 日常 注 意 さ れ て お り,頻 度 が

高 い 。 ま た仏 事 か ら くる 忌 み 箸 と して,立 て

箸 ・拝 み 箸 ・箸 わ た し ・二 人 箸 ・違 い 箸 も高

い値 を示 した 。 また,ね ぶ り箸二・な み だ 箸 な

ど昨 年 見 られ なか っ た名 称 が わ ず か で は あ る

が 見 られ た 。 市 原 廐 中 氏 は お 箸 の エ チ ケ ッ ト

と い うわ ず か9行 の 文 中 に11種 の き らい 箸 を

あ げ て い る4)。我 が 国の 日常 食が 和 洋 中 混 済 型

に な り,三 食 と も箸 を使 うこ とが 少 な くな っ

て い る 昨 今 を見 る と,箸 食文 化 を伝 え て い く

こ とは 多 大 の 努 力 が 必 要 とな る。 す な わ ち,

橋 本 氏1)が,日 本 人 は 「食」 に 限 らず,外 国

人 が 最 も 日本 人 ら しい と思 っ て い る と こ ろ に

そ れ ほ ど執 着 しな い傾 向 が あ る と述 べ て い る

図 一6箸 の持 ち方 を注意 され たか
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が 日本人の特質をふまZた 上で守 らなければ

ならない文化を選択 していかねばならない。

表3箸 につ い て注意 され た こ と

☆ き らい箸

1箸 わ た し77

2迷 い箸66

3さ し箸48

4ひ きよせ 箸(よ せ 箸)44

5な め箸,く わ え箸44

6立 て箸二42

7さ ぐり箸9

8つ つ き箸,わ た し箸,ね ぶ り箸

なみ だ箸,せ せ り箸

☆箸 の持 ち方 に 関す るもの10

に ぎ り箸,右 手 で もちな さい

先 をそ ろえ る,ク ロス しない

☆ その他

箸 を もった ま ま他 の こ とを しない17

食器 を箸 で たたか な い15

一 本 箸 で何 か しない
,箸 をふ りまわ さな い

取 り箸 の時 は反対 にす る

種 類 の違 う箸 を使 わ ない

お わん に箸 を入 れた ま ま飲 ん で はいけ な い

な ど

d.箸 の 持 ち 方 とア ン ケ ー ト項 目に つ いて

箸 の 持 ち 方1,II,III型 と調 査 項 目につ

い て,図5,6,7,2,3に 示 した 。 「料

理 を作 る こ とが 好 きか 」に つ い て,「 大 好 き」

は1型 が 高 く,III型 が 低 い が,II・III型 に 「嫌

い 」 が な い の に 対 して,1型 に嫌 い が 見 られ

る 。 「箸 を上 手 に使 え るか」 につ いて は,1型

は 「とて も上 手」 「上 手 」 で43%,II,III型 で

は 「ふ つ う」 「あ ま りう ま くな い」70～80%と

な って い る 。 前 述 した よ うに,か な り正 当 に

評 価 して い る と い え る 。 「他 人 の 箸 が 気 に な

るか 」 はIII型 の 「時 々 気 に な る 」74%と 高 い

この こ とはIII型 の学 生 は 自分 と他 人 を比 較 し

て い る と思 わ れ るが,正 しい持 ち方 の判 断 が

あ って 気 に して い る の か 疑 問 で あ る。

図8に 「家 族 の 中 で 持 ち方 の 良 くな い 人 が

い る」 を示 した 。 内 訳 を 見 る と女 子 学 生 は 自

分(13),兄(10),妹(10),姉(8),弟

(7),父(6),母(4),祖 母(1)。 男 子

学 生 は 弟,妹,自 分,全 員 の 順 で あ っ た 。1

型,II型 とIII型 に差 が 見 られ,III型 に環 境 が

影 響 し て い る こ とが 考 え られ る 。

e.「 料 理 を作 る こ と」 と調 査 項 目

x2検 定 で 有 意 と判 定 さ れ た 項 目に つ い て

図2,図3,図5に 示 し た。

箸 を上 手 に使 え るか ら調 理 が 好 きな の か,

そ の逆 か は 判 断 しか ね るが,道 具 ・器 具 を使

い こ な す こ とは調 理 の 上 達 に役 立 つ 。 相 関 を

み る と 「骨 つ き魚 を上 手 に 食べ られ るか 」 と

「料 理 を作 る こ とが 好 きか 」 は 単 相 関 係 数

0.3347,偏 相 関係 数0.3435で1%有 意 で あ っ

た 。(表5)

f.ア ン ケー ト項 目 の単 純 集 計

全 項 目 の単 純 集 計 を表5に 示 した 。 記 述 項

目 を ま とめ る と次 の よ うに な る 。

○箸の持ち方は正 しいほうがよい と思 う理由

1見 た目 ・感 じがよい65(3)

2箸 使い(2鸞 の23(2)

3き れ い15(1)

4習 慣 ・作 法14(1)

5恥 ず か し くな い7(2)

6日 本 人 だか ら7(5)

7子 供 に正 し く教 え る5(0)

8育 ちが わか る3(1)

9気 持 ちが ひ き し ま る2

()は 男子 学 生

機能面か らの理由は2番 目であり,7,9番

を除いて外観すなわち社会的機能面の理由が

あげられている。正 しい箸の持ち方が形骸化

するのではな く,機 能面から教Zら れること

が大切 と考える。
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表一4単 純集計

()は 女 子 学 生 の み

〈性 別>

1)女159名

2)男37名

2<箸 を上 手 に使 う こ とが で き るか>

1)と て も上 手9.7%(5.7%)

2)上 手13.8%(11.3%)

3)普 通42.3%(44.7%)

4)あ ま り う ま くな い21.9%(25.2%)

5)う ま くな い12.2%(13.2%)

3〈 他 人 の 箸 の 持 ち方 が 気 に な る か>

1)気 に な る8.7%(10.1%)

2)時 々 気 に な る55.6%(61.6%)

3)気 に な ら な い35.7%(28.3%)

4〈 家 で の 食 事 の 時 自分 の 箸 は 決 ま っ て い

るか>

1)決 ま っ て い る89.3%(89.9%)

2)決 ま っ て い な い10.7%(10.1%)

(1)(a)材 質 は 何 か

1)木40.7%(36.3%)

2)竹7.2%(7.4%)

3)プ ラ ス チ ッ ク13.2%(11.9%)

4)そ の 他38.9%(44.5%)

(b)長 さ

1)長 す ぎ る2.0%(3.0%)

2)ち ょ う ど よ い81。8%(94.8%)

3)短 い2.0%(2.2%)

4)未 記 入14.8%

(c)取 り箸 を 出 す

1)出 す23.2%(20.9%)

2)出 さ な い76.8%(79.1%)

(d)自 分 専 用 の 箸 を 何 組 も っ て い る か

1)1組24.7%(17.2%)

2)2組57.2%(61.9%)

3)3組15.1%(17.2%)

4)4組3.0%(3.6%)

(e)他 人 に 使 わ れ る と ど う思 うか

1)と て も いや18.5%(18.4%)

2)少 し い や57.1%(59.6%)

3)何 と も思 わ な&4.4%(22.1%)

5〈 お 箸 の 持 ち 方 は 正 しい ほ う が 良 い>

1)良 い と思 う92.9%(98.7%)

2)正 し くな くて も 食 べ られ れ ば よ い

食 べ ら7.1%(1.3%)

6〈 料 理 を作 る こ とが 好 き か>

1)大 好 き14.9%(17.0%)

2)女 子き40.0%(44.0%)

3)ふ つ う41.O%(37.7%)

4)嫌 い3.6%(1.3%)

5)大 嫌 い0.5%(0.0%)

7<骨 つ き魚 を上 手 に食 べ られ る か>

1)き れ い に 食 べ ら れ る19.4%(18.2%)

2)普 通56.6((57.9%)

3)食 べ ら れ な い24.O%(23.9%)

8〈 将 来 お 箸 は 使 わ れ な くな る>

1)使 わ れ な くな る0.0%(0.0%)

2)少 数 の 人 だ け に な る24.6%(28.5%)

3)使 わ れ る75.4%(71.5%)

9〈 家 族 の な か で お 箸 の 持 ち方 の よ くな い

人 が い る か>

1)い な い65.6%(63.3%)

2)い る34.4%(36.7%)

10〈 食 事 を と る こ と が 好 き か>

1)大 好 き46.2%(48.1%)

2)女 子き43.6%(40.5%)

3)ふ つ う9.7%(10.8%)

4)嫌 い0.5%(0.6%)

5)大 嫌 い'o.0%(0.0%)

Ilく お 箸 の 持 ち方 を 注 意 さ れ た こ と が あ る

か>

1)あ る63.0%(65.8%)

2)な い37.0%(34.2%)

(a)い つ 頃 注 意 さ れ た か

1)子 供 の 頃78.0%(77.7%)

2)中 学 生2.4%(1.9%)

3)高 校 生0.8%(0.0%)

4)現 在18.7%(20.4%)
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表一5偏 相関係数

米P〈0.05※ 米P>0.01

0(鰯

図 一8家 族 の 中 で持 ち方 の良 くな い人 がい る

「将 来 の 箸 の 使 わ れ 方 」 に つ い て 「使 わ れ

な くな る」 もの は一 人 もい なか っ た。 少 数 の

人 だ け に な るが25%程 とな り,弁 当 に ス プ ー

ン を持 っ て くる 人が 増 え て い る こ とを指 摘 し

て い る。 「使 われ る」 と答 え た理 由の 中で 日本

料 理 とい う言 葉 が 使 わ れ て い た も の は53(17)

で,箸 は 日本 特 有 の もの で あ り,日 本 の伝 統

と し て残 る と判 断 して い る。

IVま とめ

生活環境 と考 えられる家族の中に正 しくな

い人がいると答えたグループにIII型が::

高 い値を示 した。

(3)「 骨つき魚が上手に食べられるか」 と 「箸

を上手に使 えるか」,「料理を作 ることが好

きか」の間に有意の相関がみられた。

(4)箸 の持 ち方について注意されなかったも

のが昨年の18%に 対 して37%と 約倍の値 を

示 し,子 供の頃注意 されたものが60%に 対

して49%を 示 したが,1型 は昨年に比較し

てわずかな減少 を示 した。今後1型 の減少

を示唆しているもの と思われる。

(5)「 きらい箸」については7項 目あげた も

の を最高に1～3項 目あげたものが72%を

占めた。全体で約30種 あげられた。

(6)箸 をとて も上手に使えると思っているも

のは女子学生6%,男 子学生27%と 男女差

が高い。「とても上手」と意識しているもの

は 「骨つ き魚を上手に食べ られる」「料理を

作 ることが大好き」で他のカテゴリーを上

まわる値 を示 した.

(1)女 子 短 期 大 学 生159名,男 子 大 学 生37名,

計196名 に つ い て,箸 の持 ち方 の調 査 を行 っ

た。正 しい持 ち方 と され る1型 は52%,ま た

作業 に不 都 合 と思わ れ るIII型は18%で あ った。

(2)箸 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査 を行 っ た 結 果
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